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　水道通水100周年を迎えて

	 	 	 	 　　大町市長

	 	 	 	 　    牛　越　　徹

　大町市の水道事業は、大正13（1924）年12月に、居谷里水源から大町地区に給

水を開始し、今年で100周年という大きな節目の年を迎えることができました。また、

あわせて昭和29年７月に誕生した大町市は、市制70周年を迎えます。

　顧みますと、大正13年の給水開始以降も、産業の飛躍的な発展とそれに伴う人

口の急増による、水需要の増大に対応するとともに、昭和29年７月の市制施行に

伴う大町・常盤村・社村・平村の合併による大町市誕生を機に、昭和31年、社北

部にも供給が開始され、更に34年には常盤水道を市の水道事業に統合しました。

以来、給水区域の拡張と、水需要の増加に伴い、水源の開発を進めるとともに、

各地区に点在する簡易水道を統合して、拡張及び統合整備を７次に亘り実施し今

日に至っております。

　また、八坂・美麻地区の簡易水道事業は、八坂地区では昭和44年の中央簡易水

道から、美麻地区では54年の二重地区に始まり、次いで青具地区簡易水道から順次、

各地区の簡易水道の整備を進め、58年に両地区全域の給水体制が実現しました。

なお令和元年には、八坂簡易水道と美麻簡易水道を大町市公営簡易水道として事

業統合しております。

　水道は市民の日常生活と地域の経済活動を支える基盤として、なくてはならな

い大きな役割を果たしております。一方で、水道事業を取り巻く環境は、現在、

給水人口の減少や節水意識の浸透に伴い水需要が減少する中、高度経済成長期に

整備した施設の老朽化が進み、更新需要が増大するほか、近年、頻発、激甚化す

る自然災害への対応など、取り組むべき多くの課題を抱えております。こうした

状況下におきましても、100年という大きな節目を刻む今、改めて水道事業が担う

べき大きな使命に思いを馳せ、先人から受け継いだ水道の恵みを次世代に継承し

発展させ、安全でおいしい水を将来に亘り安定的に供給できる水道事業の運営に、

新たな決意をもって取り組んでまいります。

　結びに、100年の歴史に偉大な足跡を残された先人達に、深く敬意を表しますと

ともに、市民の皆さまをはじめ関係各位の御理解と御支援に心より感謝申し上げます。
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　 はじめに　 はじめに

　春になると雪解け水が山野を流れ下り、網の目のように廻らされた水路は大地を潤し、

緑が芽吹き、一斉に花が咲き、文字どおり「大町市は水が生まれるまち」と実感します。

しかし、意外なことに長野県は全国で最も降水量が少ない県であり、大町市も平地では年

間降水量が1,000mm余と多くはありません。

　大町の豊かな水環境を育んでいるのは、北アルプスと山麓に広がる里山、そして仁科三

湖などの湖沼です。北アルプスの山頂付近の降水量は平地に比べ格段に多く、年間では

3,000mmにも達します。ここに降る雨や雪は清冽な流水や豊富な地下水を涵養し、一部は仁

科三湖にも蓄えられ、私たちの生活に素晴らしい自然環境と限りない恩恵をもたらしてく

れます。

　今年は、大正13(1924)年に大町で初めて近代的な上水道が引かれてから100年になります。

この記念すべき年を迎え、水道の歩みを振り返りながら大町市の「水道の歴史」について

ご紹介いたします。

上白沢水源
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１　水道整備前の水利用１　水道整備前の水利用

(1)　河川水や沢水の利用(1)　河川水や沢水の利用

　山麓の照葉樹林帯や仁科三湖周辺などに人が住むようになったのは、今から１万年以上

も昔のことです。２千年ほど前になると農具川周辺や里山を流れる沢水を利用して農耕が

営まれるようになり、集落が形成されました。平安時代に編纂された『倭
わみょうるいじゅうしょう

名類聚抄』とい

う書物によれば、当時の安曇郡には律令制による４つの「郷
さと

」がありました。そのうちの

村
むらかみのさと

上郷が、現在の大町市周辺と考えられています。

　平安時代後期には、社地区南部や八坂の一部を中心に伊勢神宮の荘園である仁
に し な

科御
みくりや

厨が

おかれ、現地の支配は「御
みくりやのつかさ

厨司」である仁科氏が行っていました。仁科氏は御厨に続く社

北部から大町や平地域の開発を進めて皇室に寄進し、やがて「仁
にしなのしょう

科荘」が成立しました。

　こうした開発には、用水が不可欠でした。社北部では、居谷里の湧水から居
い

谷
や

里
り

堰
せぎ

を、

農具川から横堰を段丘上まで

引き入れました。これらの水

路（用水堰）は、里山を流下す

る沢水と巧みに組み合わされ、

農耕をはじめ飲料水や生活に使

用されました。居谷里堰や横堰

など等高線に沿って長い距離を

ゆったりと流れる水路からは、

当時の優れた技術と組織的な人

力の動員体制がうかがわれます。

　大町や平地区では、農具川の

流域を中心に農耕を営みなが

ら生活に適した微
び

高
こ う ち

地（周辺よりやや高い土地）に水路を引き入れて集落が形成され、や

がて、猫
ねこはな

鼻地籍から自然流下する鹿島川の支流を整備することで生活用水を確保しました。

治水技術の進歩により室町時代頃には、町川（まちかわ、現在の南荒沢堰）や越荒沢堰、

御所川堰、野口堰などが整備され、大町をはじめ借馬や野口、木崎などの集落へ冷たく清

浄な鹿島川の水が供給されるようになったと考えられます。

　現在の市街地域に定住が始まった当初は、農具川から水を引き入れていましたが、やが

て市
いち

が開かれ街並みが整備されるようになると、より良質な水を求めて鹿島川から導水す

るために町川が整備されました。町川が市街地へ流入する大切な場所には「水分神（みく

まりのかみ）」として、仁科氏の祖先とされる仁
にしなおう

科王・妹
いもやひめ

耶姫と熊野権現を若一王子神社に

大町の「水分神（みくまりのかみ）」若一王子神社
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まつりました。東西の町裏には町川から分水して南北

に細長い西裏呑
のみせぎ

堰と東裏呑堰が引かれ、飲料水や生活

用水を供給していました。また、仁科氏の居
きょかん

館（屋敷）

があった現在の天正寺へと引かれた御所川堰は、北原

や十日町、南原、高見などで使われて町川に流入し、

町川は、市街地の雑排水も取り込みながら木流しや防

火用水としての役割も果たし、農具川に合流していま

した。

　常盤地区では、山麓の清水は砥
と ざ わ せ ぎ

沢堰を、西山は横
よこみぞ

溝

堰
せぎ

をそれぞれ乳川から導水して沢水と共に利用し、高

瀬川の支流である和田川の流路を少しずつ安定させな

がら開発を進めました。微高地に立地する一本木や須

沼などでは高瀬川の支流を一本木堰や須沼板取堰とし

て整備し、耕地を灌がいしながら飲料水や生活にも使

用していました。これらの用水堰は、大河川からの取

水であるために、流水の確保や水路の維持管理に多大

な労力を要し、氾
はんらん

濫から集落を守るために河川に面し

て「川
かわよけ

除神
のかみ

」を鎮守の神としてまつりました。

（2）河川や沢水の利用の実態（2）河川や沢水の利用の実態

　河川や沢水から導水された用水は、潅がいに使用され、一部は住居や家屋にそって集落

内にめぐらされた細水路を通り、宅地内に引き入れられました。それぞれの住居では、２

漕の池や桶、水甕などの貯水施設を設けて使用するのが一般的でした。中には、竹や木管

でできた「樋
とい

（トヨともいう）」とよばれる専用の送水管を取り付け、台所や勝手口まで引

き込んでいる住居もありました。

　流入水は、まず飲料水や炊事などに用い、

その後１漕目の池に貯水して風呂や家事な

どに使い、残水が流入する２漕目の池で野

菜や農具などの洗浄を行い、雑排水は地下

浸透や農地へ流出させていました。また、

市街地では、使用後の排水は屋敷内の畑な

どに散水し、一部は町川へも流入していま

した。

屋敷裏を流れる東裏呑堰（八日町）

庭先に２槽の池を設けた昔からの水利用の様子
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　化学肥料や洗剤もなく、生活も極めて質素であった時代には、現代人が想像する以上に

排水も清浄に保たれていましたが、江戸時代も後期になると人口が増加し、公平な用水の

分配や清浄を保つために「川
かわ

世
せ わ

話役
やく

」などを設け、住民どうしが相互に注意しあう体制が

つくられるようになりました。

２　水道の始まり２　水道の始まり

（1）大町の水確保への苦心（1）大町の水確保への苦心

　明治時代になると人の交流や物流が

盛んになり、定住人口が増加し、伝染

病の集団感染などが心配されるように

なりました。明治12(1879)年には全国

的にコレラが大流行し、この地方でも

感染が広がりました。

　こうした背景の中で、飲料水の改善

が求められ、特に家屋が軒を連ねる市

街地の呑堰の改善は急務でした。明治

18(1885)年５月には、北安曇郡長から「大町市街地11町の飲用水は健康に害があると認め

られるので、６月15日までに計画を定め、改善に着手するように。」と指示されています。

　これを受けて大町では11町の代表者からなる総代会を開催し、19年には「用水改良方法

決定書」を作成しました。その主な内容は、「町内の共有金から50円を支出して井戸を試掘

する。井戸が自噴しないときは改めて協議し、どのような困難があっても用水の改良を行う。」

というものでした。この決定に基づいて諏訪郡の業者に発注し、市街地３か所で井戸の試

掘を試みましたが、水脈が深く水を得ることはできませんでした。

　やむを得ず各町内では選挙により「用水改良掛（係）」を選出して呑堰などの施設を改良

しながら水質の保全に取り組むことになり、中央通りの両側には雑排水専用の「下水溝」

を設け、汚染が進んでいた町川は、地下へ埋設することになりました。下水溝が完成した

のは明治21(1888)年秋のことでした。一方で、市街地西方から流入する用水を六日町から

上仲町付近で飲用水とつなぎ、下流の八日町や五日町の水量を補うと共に、夏期から秋期

の間は衛生委員が先導して毎月１回以上用水の清掃を行い、水質の保全に取り組んでいま

した。

明治初めの中央通り
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（2）良質な水源の探索へ（2）良質な水源の探索へ

　流路の一部を埋設管にし、雑排水の流入を制限して清潔保持に努めても限界があり、年々

水質の悪化が進み、改善するために専用の水道を布設することが急務になってきました。

しかし、明治19(1886)年に試み

た井戸は、技術的な限界もあり掘

削深を５間（約９ｍ）程度とした

もので、厚い堆積層の上に立地す

る市街地では水脈まで到達するこ

とはできませんでした。市街地に

は、明治時代以前、井戸は１か所

もなかったと伝えられています。

　このため大正時代になると郊外

に水源を求めて水道を布設する

方針になり、大正11(1922)年、

専門家に依頼して水源調査に着手しました。以後、２年間の調査・検討を経て居谷里の湧

水を水源として12年11月に着工し、13年12月に通水式を行い、14年６月には竣工式を行う

ことができました。この間の経過については、『大町市上水道小誌』や『大町市水道事業

六十五年誌』に詳しいので、これ等によってその経過をたどることにします。

　大正11年、最初に水源の候補地となったのは霊松寺境内の湧水「八
はっとくすい

徳水」、居谷里の湧水、

鹿島川上流の矢沢湧水、木崎湖の４か所でした。この中では、水質・距離・経費などで八

徳水が有力でしたが市街地を賄うには水量が不足するので断念し、同年６月には県の土木

技師を招き、さらに10か所を超える候補地について水質・水量・落差などの比較調査を行

いました。結果、矢沢の湧水と居谷

里が適地となりましたが、最終的に

は、導水する距離や経費の関係から

居谷里が最適地となりました。

　しかし、居谷里の湧水は大町と社

北部の農業用水として古くから使わ

れており、当時は、居
い や り

谷里堰
せぎ

普
ふ つ う

通

水
す い り

利組
くみあい

合の専用でした。このため、

水利組合と大町との間で度重なる交

渉を行い、次の条件で協議が整いま

した。

居谷里水源の工事

三日町配水池の築造工事
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　１　居谷里の湧水は、２分の１を大町の水道水に分水する。

　２　水利組合は、前田堰・西裏堰・冷水堰の潅がいを放棄する。　　

　３　大町は、潅がい用水を補填するために新たに溜池を築造する。

　こうして居谷里に新しく２番目となる溜池を築造し、農具川から大正堰を引き入れ、三

日町などは約９haの農地の潅がいを居谷里水系から農具川へと変更し、ようやく水源を確

保することができました。

（3）大町水道の整備経過（3）大町水道の整備経過

　大町では、大正11（1922）

年12月に先進地であった上田市

水道技師長の近藤俊次郎氏を招

き、上水道布設の実施計画と設

計を完成させました。12年５月

に県知事に申請して９月に認可

を受け、11月８日に起工式を行

いました。県費補助102,800円

を得て総予算額は257,000円、

水源や配水池には鉄筋コンク

リート造で内部をモルタルで仕

上げた受
じゅすいます

水桝を設け、送水管や

配水管には鋳鉄管を用い、当時としては最先端の工法でした。居谷里の天王沢湧水を有孔

管で集水して送水管で三日町の鼻
はな

ケ
が

石
いし

に設けた配水池に送り、自然流下により市街地へ配

水するというものでした。10㎞にも及ぶ送配水管は、道路を中心に一部は私有地も通過さ

せる大変な工事でしたが、関係者や地権者の協力があって順調に進み、13(1924)年12月６

日には通水式を行うことができました。

　給水区域は北原町・高根町・大原町を除く当時の大町全域とされ、水源から取水できる

湧水は毎秒２立方尺(約55ℓ )あり、１人１日の平均給水量を５立方尺(約140ℓ）、夏期は

最大7.5立方尺(約210ℓ )として予定給水人口を9,500人と定めました。この頃の大町の人

口は7,800人余でしたが、25,000人以上に給水可能な水量を得ることができました。

　当時の「水道給水条例」によれば、使用料は、一般家庭については家族の構成人員に応

じて徴収する「不
ふけいりょう

計量給
きゅうすい

水」とし、事業所や官公庁、学校等は使用水量に応じた「計量給水」

で、銭湯や池、私設消火栓等については別に定めました。経済的に困難な家庭に対しては

減免規定も設けていました。

水源地と配水池間の鋳鉄管理設工事
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　こうして竣工式を控えた翌大正14(1925)年５月までに、専用給水345戸、計量給水125戸、

共用給水619戸の合計1,089戸と給水区域内全戸数の約６割が水道に加入する好結果になり

ました。また、市街地には、利便性の高い場所を選定して誰もが使える公
こうせつ

設共
きょうよう

用栓
せん

を29か所、

旅客用給水栓を２か所設置しました。当時の工事の概要と設計や料金等については、以下

のとおりです。

※大町水道工事の計画の概要（１尺≒30.3cm、１インチ≒2.54cm）

給水区域：北原町・高根町・大原町を除く大町全域

給水人口：9,500人(当時の大町人口7,808人、25,000人に給水可能)

　　　　　１人１日の給水量見込　平　　均：　5立方尺（約140ℓ）

　　　　　　　　　　　　　　　　夏季最大：7.5立方尺（約210ℓ）

水 源 地：居谷里天王沢(湧水箇所およそ８か所)、推計湧出量：２立方尺/秒（約55ℓ/秒）以上

取 水 量：当時の推計湧出量の1/2（約27.5ℓ/秒、2,400㎥/日）

取水施設：鉄筋コンクリート有孔管（内径５寸×長１尺５寸）布設深３尺、空継手、周囲

に１尺砂利敷、分水井までの導水管：鉄筋コンクリート製（内径８インチ又は

長１尺）、内径１尺５寸砂溜

分水井：コンクリート造４室構造、長７尺５寸×幅６尺×深８尺、隔壁に量水

板３枚、周壁厚上部１尺、下部１尺５寸、コンクリート厚８寸、内面

モルタル仕上げ厚さ５分、量水板で1/2ずつ配水池と溜池へ平等に分水、

分水井上部に鉄蓋、上屋設置　

堰　堤：天幅12尺、勾配20％、最大高４尺５寸、延長50間、芝張り、天端砂利

敷道路、溢水に備え一部に幅２間のコンクリート余水路設置

送 水 管：鋳鉄管：（内径10インチ）308間４分、（内径８インチ）843間、布設勾配1/200

埋設深地下３尺５寸

接合井：長４尺×幅３尺×深５尺、笠石下５尺コンクリート

　　　　周壁厚上部５寸、下部８寸、コンクリート厚８寸、内面モルタル仕上げ

配 水 池：受水井：(内法)長15尺×幅５尺×深10尺、側壁厚１尺５寸、周壁厚上部１尺５

寸、下部１尺５寸、コンクリート厚８寸、内面モルタル仕上げ５分、

３室構造、１室は３尺砂利敷、隔壁に量水板、１室３尺の砂利敷(浮

遊物除去)、コンクリート造上屋、外に溢水管、排泥管
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配水池：（内法）長70尺×幅38尺×深13尺８寸、有効貯水量23,800立方尺

　　　　コンクリート２室構造、側壁上部２尺・下部５尺５寸、内側５寸勾配

外側１尺３段の階段、敷コンクリート厚１尺、２層構造中間アスファ

ルト５分

池の出口に向かい５寸勾配、隔壁厚上部４尺・下部５尺

各池に２導流壁：上部１尺２寸５分・下部１尺７寸５分、(内面厚５

分モルタル)

被　覆：鉄筋コンクリート(厚８寸)、被覆土砂：２尺、芝張り

出入口：通路、排気管、排泥管

配 水 管：配水池外に量水器、大笹区に４インチ管と三日町に３インチ管で分岐し市街地へ

幹　　線：(内径)10インチ管、支線(内径)３～４インチ管

延　　長：２里23町41間（約10キロメートル）、要所に制水弁、消火栓65か所

　　　　　予定水圧：停車場(現大町駅)付近:最大173尺、町入り口：120尺　　

有効貯水量：23,800立方（人口9,500人に８時間の給水が可能な水量）

公設共用栓：市街地に通常の公設共用栓29か所、旅客用給水栓２か所

給水条例概要：不計量給水～普通家事用(専用・連合、屋外共用)、防火用

　　　　　　　　　専用・連合：１戸５人まで１円/月、１人増すごと５％加算

　　　　　　　　　私・公共用：１戸５人まで50銭/月、１人増すごと５％加算

　　　　　　　計量給水～営業用、家事・営業兼用、官公庁、学校、不特定居住等

　　　　　　　　　営業・産業等： 200石/月まで　　　　１銭４厘

 200石/月～ 500石/月 200石超ごと１銭２厘加算

 500石/月～1000石/月 500石超ごと９厘加算

1000石/月～2000石/月1000石超ごと８厘加算

2000石/月～　　　　  2000石超ごと７厘加算

　　　　　　　　　銭　　　　湯：７厘

　　　　　　　　　噴 水 ・ 池 等：口径により３円/月～11円/月

　　　　　　　　　私 設 消 火 栓：演習１回につき20分以内で１円

　　減免規定～慈善・公共事業、産業保護奨励の必要を認める者、経済的な困窮者等
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３　市制施行と水道整備への取組み３　市制施行と水道整備への取組み

（1）平地区（1）平地区

　昭和20年代まで、上流地域にある

平地区の多くの集落は、鹿島川から導

水された用水を飲料水や生活用水に使

用していました。仁科三湖周辺などで

は、周辺の沢水から導水していました。

　おりしも昭和24(1949)年、長野県

は戦後の復興対策として県下16か所で

発電と開拓事業を組み合わせた総合開

発事業を計画し、その候補地の１つに

当時の平村を中心とした高瀬川上流地

域が選定されました。鹿島川上流の大冷沢・小冷沢・大ゴ沢・大川沢の４渓流から取水し

て発電後に青木湖に流入させ、青木湖を調整池として活用し、青木湖から導水路で平大出

地籍の昭和電工常盤・広津発電所の取水口とを結び、夏期は灌がい用水を中心に下流域へ

必要水量を供給し、冬期を中心に青木湖の水深20m(後に21m)を発電用水に使用するという

ものでした。

　この計画では、鹿島川や篭川から導水している従来の用水と昭和電工の導水路が交差し、

分水門では相互に流水の交換を行うために水温の高い用水が、下流域に供給されることに

なります。農業には適していますが、借馬・野口など平地区の集落や大原・北原・高根な

ど鹿島川や篭川の用水に依存している地域では、飲料水や生活用水への影響が問題となり

矢沢水源の護岸石積工事

大町下仲町通の鋳鉄管埋設工事の状況 大町小学校前での消火栓放水訓練
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ました。また、多くの地域で開拓事業

が進んでおり、人口も増加傾向で、用

水が不足することも懸念されました。

このため、長野県・大町・平村・昭

和電工は協議のうえで、昭和電工から

応分の補償を得て対象地域を含めたほ

ぼ全域に上水道を整備することになり

ました。補償内容については、金銭の

他セメントや石綿管などの資材提供も

あったようで詳細は不明ですが、昭和

29年の大町市発足に伴う合併協議の中でも大きな課題となり、合併する４町村間で定めた

「合併協議書」には、基本事項として「平、常盤、社に水道を設置する。」、財産処分として

「旧平村の青木湖発電所関係固定資産税又はこれに準ずるものを、合併後15ケ年間これを特

定財源として計画されている平上水道事業中、旧平村地区利用者個人負担に充当する。」(大

町役場文書「合併協議書」原文のまま)との文言が見られます。

　昭和26(1951)年７月、昭和電工は、高瀬川上流地域総合開発に着手しました。大町と平

村は上水道整備を円滑に行うために、27年５月には地方自治法に定める一部事務組合とし

て「大町平村上水道組合」の設立を議決し、６月に県知事の認可を得ました。

　計画の概要は、水源を矢沢の湧水に求め、給水地域を大町の北原・高根・大原などの大

町地区と平地区のほぼ全域とし、最大給水量2,957.8㎥ /日、最大給水人口11,300人の上水

道を整備するもので、28年１月に厚生大臣と建設大臣の認可を受け、９月に着工しました。

当時、大町市発足に向けた協議が進んでいましたので、この工事は新大町市へと引き継がれ、

全体が竣工したのは昭和32（1957）年12月でした。

　矢沢水源からの送水が困難な稲尾や海の口など仁科三湖周辺については、近傍の湧水な

どを水源として別に水道整備が進められ、大町市発足時、地域の意向によって海の口の南平・

北村・崩沢の３水道は大町市の公営水道になり、稲尾と一津などは簡易水道として存続す

ることになりました。（稲尾は平成16年度に、大町市の公営水道になりました。）青木・中綱・

鹿島についても昭和電工から資機材等の補償を受け、それぞれ集落単位で個別の簡易水道

が整備されました。

　また、開拓事業が進んでいた上原については、昭和31(1956)年、農林省耕地事業の付帯

工事として付近の小沢の湧水を水源とし、給水人口195人、最大給水量43㎥ /日の簡易水道

の整備が採択され、10月に着工して翌年３月に竣工しました。

送水管の鹿島川横断工事
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（2）常盤地区（2）常盤地区

　常盤地区でも清水の長畑を除い

て、昭和20年代末まで、主として

農業用水路の支流を飲料水や生活

用水に使用していました。一部に

は井戸や埋設管化されている水路

もありましたが多くは開きょで、

泉・上一・下一・須沼などの集落

は、昭和電工の導水路や一本木

堰・須沼板取堰など高瀬川水系の

用水から取水し、清水や西山など

山麓の集落は、横
よこ

溝
みぞ

堰
せぎ

や砥
と

沢
ざわ

堰
せぎ

の用水と沢水などから取水した乳川・和田川水系の水を使

用していました。なお、長畑の簡易水道は、昭和14(1939)年に建設された昭和電工和田川

発電所(現常盤発電所)の工事に伴い布設した水道施設を、竣工後に補償の一環として地元

へ無償で譲渡されたものと伝えられています。

　昭和25(1950)年ごろから常盤地区の児童には、歯に茶色や灰白色のシミや斑点が見られ

る班
はん

状
じょう

歯
し

が指摘されるようになりました。松川村でも同様の傾向があり、同年６月には高

瀬川流域の全児童について調査が行われました。

その結果、乳川・和田川水系に比べ、飲料水に高

瀬川水系を用いている地域の児童に多いことが明

らかになりました。26年には、公衆衛生院や名

古屋大学の協力を得て原因究明に関する調査が行

われ、葛温泉や湯俣など高瀬川上流の温泉に由来

するフッ素が原因と特定されました。同時に班状

歯の多い児童には虫歯が少ないことも明らかにな

りました。常盤村ではフッ素含有量を0.3ppm以

下とするために除去施設を設ける検討が行われま

したが、費用が高額になるために具体化できず、

飲料水の水質改善と上水道整備の必要性が高まり

ました。

　おりしも昭和28(1953)年から29年は全国的に

凶作でしたが、とりわけ常盤地区では28年に台

風13号の災害により、平大出の昭和電工和田川
常盤水道の送水管和田川横断工事

常盤水道の渋沢水源
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頭
とうしゅこう

首工をはじめ飲料水を供給している農業用水路に多大な被害がありました。この災害復

旧事業の一環として、簡易水道の整備が農林省の国庫補助事業として採択され、市制発足

に伴う合併協議を経て29年の３月に着工し、30年３月に竣工しました。

　工事計画の概要は、既に簡易水道が整備されていた長畑地区を除く常盤村全域を給水区

域とし、水源を高瀬川上流の平村前越の渋
しぶさわ

沢に求め、仏崎を迂回して常盤村に引き入れる

もので、給水人口は8,000人、日最大給水量は1,120㎥ /日でした。この常盤地区の簡易水

道は、昭和34(1959)年には市の公営水道に統合されました。

（3）社地区　　　（3）社地区　　　

　高瀬川の段丘上に立地する社地区では、集落に

よって水源が異なり、東山から流出する沢水のほ

か井戸の使用も多く見られました。しかし、水脈

が浅いために天候によって水量が増減し、大雨が

降ると濁るようなこともありました。

　昭和14(1939)年、昭和電工広津発電所の導水路

が閏田から曽根原の東山中を通過するに伴い、井

戸や湧水への影響を補償するために閏田南部と曽

根原では、押沢上流の湧水を水源として資機材の

提供を受けて簡易水道が整備されました。ほぼ同

時に、閏田北部地区でも伏流水を水源として簡易

水道が整備されましたが、引き続き井戸を使用す

る家庭もありました。

　閏田と曽根原を除く他の集落では、以後も井戸

や沢水を使用していましたが、昭和29(1954)年の

大町市発足に向けた合併協議の中で、大町・平村の上水道整備に合わせ、社地区の水道整

備に取り組むことになりました。新市発足に伴う「合併協議書」には「水道事業について」

として「現大町水道から社全域に是を延長し、水道化を図る。」とされました。社地区では

翌年、市議会に水道の早期実現を陳情し、市議会全員協議会では「社地区北部に直ちに現

大町水道を延長布設する。南部は宮本東山腹に水源を求めて簡易水道を実施する。」(『や

しろ』より引用、原文のまま)との方針が示されました。

　この方針を受け、社南部と北部では水道整備に向けた対策委員会が組織されました。昭

和31(1956)年４月、南部地区では宮本の神明沢上流の２地点を水源として給水人口を1,000

人、日最大給水量を150㎥とする工事が始まりました。道路のほか私有地も通過する工事で

宮本水道の水源工事
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したが、対策委員の調整や地元の協力があり、翌年３月には完成して宮本全域に配水でき

るようになりました。完成当初は地区の簡易水道でしたが、昭和32年の水量の増量を経て

36年には、市の公営水道に移管され

ました。

　また、社北部地区については、合

併協議を踏まえ、市営の大町平水道

の給水人口を11,300人から12,700人

に、最大給水量を2,957㎥ /日から

3,168㎥/日に変更し、昭和31(1956)

年３月に厚生大臣の認可を得まし

た。大町平水道の一部として位置づ

けし、同年春に着工して年末には丹

生子まで配水できるようになりまし

た。 

４　水道事業拡張への新たな取組み４　水道事業拡張への新たな取組み

(1)　第１次水道拡張事業５カ年計画（1963～68）(1)　第１次水道拡張事業５カ年計画（1963～68）

　昭和29(1954)年の大町市発足に伴う主要な施策であった水道整備は、高瀬川上流地域総

合開発事業に伴う県の支援や昭和電工の補償などもあって順調に進み、昭和33(1958)年に

は、合併当初に計画した事業は、ほぼ完了しました。しかし、それぞれの水道ごとに水源

が異なり給水量も不安定で、水質をはじめ取水方法や給水人口などにも様々な課題があり

ました。また、経営についても大町平水道は昭和32年度から市営として企業会計を導入し

ていましたが、他の簡易水道は個別の会計で処理していました。

　このため昭和37（1962）年、安定した水源の確保と経営管理の一元化を図るために市では「第

１次水道拡張事業５カ年計画」を策定し、厚生大臣の認可を得て翌年から事業に着手しま

した。計画の概要は、それまでに整備されていた簡易水道を統合することで公営水道全体

の給水人口を31,395人から45,700人とし、取水施設などの増改設により最大給水量を6,476

㎥ /日から14,630㎥ /日に変更して企業会計に移行し、経営の一体化を図るものでした。ま

た、水源としては不安定な常盤水道の渋沢、社宮本の神明沢、平上原の小沢を廃止して矢

沢水源に統合し、さらに黒部ダムの一般開放などによる定住人口や観光客の増加に対応し

て白沢の湧水に取水量1,200㎥/日の新たな水源を設けることにしました。

宮本配水池に残る宮本水道の水位計
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　特に矢沢水源については、取

水量を5,820㎥ /日から7,280㎥

/日に増加させ、分水井をいく

つか増設して浄水施設などを設

け、源汲から大出までの道路沿

いに送水管を布設し、仏崎付近

で高瀬川を横断して常盤の高区

配水池と結ぶと共に、市街地の

一部へも矢沢水源から配水する

こととしました。さらに松崎配

水池から宮本を結んで社地区へ

も送水する大規模な工事でした

が、多くの関係者の協力を得て完成することができました。この結果、市全体ではそれま

で約100㎞であった送配水管の総延長は158㎞余と大幅に増加しました。

第１次水道拡張事業５カ年計画(昭和37年策定)の概要

(変更前) (変更後)

　　給水人口　　　 給水量㎥/日 　　給水人口　　　　 給水量㎥/日

大町地区 9,500人 210ℓ/日人 1,995㎥居谷里 ⇒ 20,000人 300ℓ/日人  6,000㎥居谷里

大町・
平地区

12,700人 250ℓ/日人 3,168㎥矢沢 ⇒ 13,000人 280ℓ/日人  3,640㎥矢沢

⇒ 1,000人 150ℓ/日人
   　　　  飛地

  150㎥(海の口)

常盤地区 8,000人 140ℓ/日人 1,120㎥渋沢 ⇒ 8,000人 200ℓ/日人  1,600㎥矢沢

宮本地区 1,000人 150ℓ/日人   150㎥神明沢 ⇒ 1,000人 200ℓ/日人    200㎥矢沢

上原地区 195人 220ℓ/日人    43㎥小沢 ⇒ 200人 200ℓ/日人     40㎥矢沢

拡張地区(給水区域拡大) ⇒
2,500人 (居住のみ)  3,000㎥

矢沢1,800㎥、白沢1,200㎥

合　　計 31,395人 　　　      6,476㎥ ⇒ 45,700人 320ℓ/日人 14,630㎥

白沢水源
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(2)　第２次水道拡張事業５カ年計画（1973～78）(2)　第２次水道拡張事業５カ年計画（1973～78）

　　昭和38年度から始めた第

１次水道拡張事業５カ年計画

は、ほぼ予定どおりに進み、

昭和43(1968)年３月にはすべ

ての工事が竣工して新たな経

営体制が確立されました。当

時、大町市の全人口は33,800

人ほどでしたが、43年には、

給水区域内人口28,648人に対

する上水道の普及率は99.8％

に達していました。

　その後、アルペンルートの全通や別荘地・保養地の開発などが進み、市街地周辺でも定

住人口が増加する一方で、給水区域の拡大と共に給水人口や１人が１日に使用する必要給

水量も大幅に増加し、加えて少雨など天候の問題もあり、全体として給水量が不足する状

況になってきました。このため昭和48(1973)年度には、昭和60年の人口を35,357人と推計し、

将来の給水人口を39,300人、１人１日の最大給水量を525ℓ、最大給水量を20,630㎥ /日と

する「第２次水道拡張事業５カ年計画」を策定し、3月31日付けをもって厚生大臣の認可を

得ました。

　この計画の最大の事業は、給水量の増加を図るためにアルペンルート沿いの上白沢地籍

に新たな水源を設けることでしたが、予定場所は国立公園内の国有地で、高瀬川経由の下

流には昭和電工や高瀬川右岸の取水口があります。また、水源直近のアルペンルートは県

の有料道路でもありまし

た。こうした課題について

必要な対策を講じ、関係機

関や関係者の協力と承認を

得て、昭和48(1973)年、地

下の湧出水を径2.2ｍ、延

長32.6ｍのコルゲート管で

覆い、新たな水源として良

質な水を確保することがで

きました。

上白沢水源工事の状況

上白沢水源のコルゲートパイプ設置の状況
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５　簡易水道の移管と設備の改善５　簡易水道の移管と設備の改善

　昭和48(1973)年度に策定した第２次拡張事業計画は、天候異変による渇水等への対策と

して大町病院内と常盤須沼地区に新たな水源を確保する事業を追加し、翌49年度には、昭

和60(1985)年度を目標年度とする第３次変更認可を受けました。

　この間には、矢沢水源による平地区を中心とした給水区域の拡大や配水池の整備・増設

と老朽施設の改善を進め、上白沢水源を市街地まで延長して居谷里水源の給水区域と調整

を図り、より安定した給水体制を確立することができました。この結果、昭和61年度には、

19か所の配水池整備により、給水区域内人口30,614人に対して上水道の普及率は95％とな

り、送水管の延長は53㎞、配水管の延長は192㎞に達しました。

　以後も水源地の環境整備や保全を図ると共に管理体制の充実に努め、昭和40年代後半か

らは、老朽化した石綿管や鋳鉄管を強度があり腐食に強く耐震性も高いダクタイル鋳鉄管

に替える事業に積極的に取り組んできました。さらに耐震性の高い製品を導入することで、

現在では約80％の送配水管がダクタイル鋳鉄管になっています。

　一方で、平成元(1989)年度から20年度の間には、水源の整備や簡易水道の上水道化に伴

い、第４次から７次の事業認可変更を行いました。この間には人口減少の状況を踏まえ、

給水人口を39,300人から24,100人にまで減少させています。平成元(1989)年度の第４次認

可では、居谷里水源からの新たな配水池を増設することで社曽根原の簡易水道を上水道に

移管しました。施設・設備の改善では、平成３(1991)年度には常盤の高区配水池を、13年

度には中区配水池を一新して水圧等に課題のあった常盤地区の配水体制を大幅に改善しま

した。

　平成16(2004)年度には第５次認可により、平稲尾の簡易水道を上水道とすることができ

ました。稲尾まで布設した送水管は現在も継続して延長工事を進めており、水源が個別で

あるために「飛び地」とされてきた平海の口へも矢沢水源からの給水が可能になる予定です。

　また、平成９(1997)年度には市の一般会計と連携して水道庁舎(現東庁舎)を新築し、コ

ンピュータにより水源や配水池の情報を一元的に管理する最新の集中監視システムを導入

しました。18年度からは猫塚配水池で貯留量を超えて河川放流していた水道原水を「原水

供給事業」として下流の飲料水生産工場に販売しています。

　八坂村・美麻村との合併後は、両村の簡易水道を市営水道として位置付け、さらに令和

元(2019)年からは、両簡易水道を事業統合するなど、より安全で安心できる良質な飲料水

の供給に向けて総合的で効率的・一体的な管理運営に努めています。
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【水道整備事業の主な経過】

名

　

称

認
可
年
月
日

起

工

年

月

竣

工

年

月

給
水
開
始
年
月

事

業

費

目

標

年

度

計　　画

主な事業内容等
給
水
人
口

１人
１日

１日
最大

最大
給水量 給水量

千円 人 ℓ ㎥/日

創設 大12.9.13 大12.11 大13.12 大13.12 257 9,500 210 1,995

・居谷里を水源として給水人口
9,500人、取水量約2,400㎥/日の
上水道を大町に布設。給配水管
約10㎞。

・当時の大町の６割以上が加入。
・公共用栓29、旅客用給水栓２か

所設置。

第1次
変更

昭37.12.25 昭38.4 昭43.3 昭43.4 283,000 昭50 45,700 320 14,630

・第１次水道拡張事業５カ年計画
目標を昭和50年とする。

・給水人口を45,700人、給水量を
14,630㎥/日に変更。

・大町、大町平、常盤、社宮本、
平上原の水道水源を居谷里と矢
沢に整理統合。

・給水区域拡大に伴い、白沢を新
たな水源とする。

第2次
変更

昭48.3.31 昭48.5 昭53.3 昭49.4 365,000 昭60 39,300 525 20,630

・第２次水道拡張事業５カ年計画
目標を昭和60年とする。

・給水人口を39,300人、給水量を
20,630㎥/日に変更。

・給水区域拡大に伴い、上白沢を
新たな水源とする。

第3次
変更

昭49.8.20 昭49.9 昭53.3 昭49.6 580,000 昭60 39,300 525 20,630
・水量補給のため１号井戸（病院）、

２号井戸（沓掛）を増設する。

第4次
変更

平元.9.28 平元.10 平8.3 平8.4 1,673,000 平12 33,400 621 20,750

・給水人口を33,400人とし、給水
量を20,750㎥/日に変更。

・曽根原簡易水道を市上水道に統合。
・常盤高区・中区配水池の全面改設。

第5次
変更

平16.2.19 平16.5 平25.3 平17.4 3,627,840 平25 31,100 579 18,000
・給水人口を31,100人、給水量を

18,000㎥/日とする。
・稲尾簡易水道を市上水道に統合。

第6次
変更

平18.8.31 平18.9 平25.3 平18.12 2,489,650 平25 31,100 579 18,000

・原水供給事業のため、矢沢水源
に係る認可変更。

・合併に伴い、八坂、美麻の簡易
水道を市営水道とする。

第7次
変更

令元.8.22 令元.8 令15.3 令9.4 1,445,753 令15 24,100 523 12,600

・人口減に対応し、給水人口を
24,100人、給水量を12,600㎥/日
まで減少。

・三日町配水池浄水方法を改善。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大町市水道事業認可書の水道台帳による
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６　八坂・美麻地区の簡易水道６　八坂・美麻地区の簡易水道

（1）八坂地区（1）八坂地区

　八坂地区は、比較的新しい時代の海底

堆積土が隆起した傾斜地であるために地

下水や水源の涵養が十分でなく、古くか

ら飲料水や生活用水の確保に苦心してき

ました。多くの集落では、近隣の沢水を

引き入れて使用し、犀川沿いなどには井

戸も見られました。

　昭和30年代から水道の早期布設を求め

る意見が多数あり、議会で水道布設に向

けた取組みを決議したこともあったよう

ですが、具体化したのは昭和40年代から

でした。最初に簡易水道が布設されたの

は、昭和44（1969）年１月に竣工した

一ノ瀬・大塚・小菅地区を中心とする「中

央簡易水道」でした。当時、村役場や農協の支所がおかれていた八坂村中心部を給水域と

して水源を宮の尾の湧水に求め、給水人口を187人とし、北の沢筋に沿って延長は４㎞余の

配水管を布設しました。

　続いて昭和45年度には、最も飲料水の確保が困難だった東部の野平・舟場・栃沢の通称

「川手地区」へ給水する「東部簡易水道」が着工になりましたが、沢筋や地滑り地帯を通過

する大変な難工事でした。水源を鷹狩山麓の曽山平沢の湧水に求め、塩沢川に沿って５㎞

余下り、大塚を経由し山間部を越えて布

川に配水池を設け、川手の３地区に配水

するもので、配水管の延長は24㎞余に達

しました。給水人口は700人、150戸余で、

47年４月から給水が始まり、飲料水の確

保に苦慮していた地域でしたので、住民

からは大変に喜ばれました。この東部簡

易水道は、塩沢川の流域などで災害によ

り断水することが多かったので、大町市

と合併後の平成26年度には小菅地籍で中

東部簡易水道完成を報じた旧八坂村の広報誌
（昭和47（1972）年７月）

宮の尾の中央水源
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央簡易水道と接続し、緊急時の送水が可

能になりました。

　昭和50(1975)年度からは、山村振興の

国庫補助を導入して３カ年計画で切久保・

宮の尾・大平・矢下・笹尾・小松尾など

「山手地区」と生坂村の宇留賀・古坂地区

を対象とする給水人口1,200人、255戸の

「南部簡易水道」が着工になりました。

水源を切久保土林の湧水に求め、配水池

を７か所設置し、鷹狩山中腹までポンプアップして落差を確保すると共に、下流の菅の窪

や石原と生坂村へは藤尾の水源から配水する傾斜地や崩落地の多い大工事でしたが、土地

所有者の積極的な協力もあり予定どおり完成し、53年４月から配水が始まりました。昭和

57(1982)年度には、残っていた相川地区へも明野にポンプ室と配水池を設けることで送水

が可能となり、この時点で水道の普及率は100％になりました。

　旧八坂村の簡易水道整備は、昭和40年代から始まった山間地集落の集団移転と並行して

進めることで集約化が図られました。また、南部簡易水道は、平成２年度に小学校の統合

再編に合わせて配水池を増設し、通常は切久保と宮の尾へは土林水源から送水し、大平や

矢下、笹尾、小松尾などへは宮の尾水源から送水できるように再整備し、現在は、藤尾水

系を除く八坂地区のほぼ全域で一体的な給配水が可能になっています。しかし、全域が地

滑り地帯で、災害のつど水源や配水池・配水管の被災が多発し、特に東部水道は断水にな

ることが多く、昭和50年代以後、大規模な配水管の布設替えと施設の整備や増築、水源の

増強を図り、より安定した給水の実現に努めています。

（2）美麻地区（2）美麻地区

　美麻地区も谷が深く高地に小規模な集

落が点在し、水源が少ないために古くか

ら飲料水の確保に苦慮してきました。数

戸が共同で引いた自家水道もありました

が、多くは沢水や井戸を使用しており、

昭和28(1953)年の状況調査によれば飲

料水の取水は、地下水284戸・1,626人、

地 表 水223戸・1,237人、水 道179戸・

1,089人でした。昭和56(1981)年の旧美

学校上第２配水池

中の崎配水池
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麻村の水道台帳によると、湯ノ海・藤など25集落では住民が水道組合をつくり、小規模な

共同水道を設置していましたが、滅菌機を設けてあるのは５か所のみで、水質の改善と安

全な給水が急務になっていたとされています。（『美麻村誌』による）

　美麻地区で、村営の簡易水道が最初

に整備されたのは向・元の関など二

重地区でした。昭和54(1979)年５月

に認可を得て、集落内に掘削した深

井戸を水源として給水人口210人の簡

易水道を整備し、昭和55年４月から

給水を始めました。続いて57(1982)

年度には、池の平上流の湧水を水源

として一宇田・矢久・万中など青具

の中心地５集落を対象とした給水人

口220人の青具簡易水道と、大塩集落内の深井戸を水源として北村・中村・新田など５集落

を対象とした給水人口207人の大塩簡易水道が着工になり、両地区とも翌58年４月から給水

が始まりました。

　昭和60(1985)年度には、青具簡易水道の第１次拡張として給水人口380人の千見簡易水道

が認可を受け、中の崎と三百地に配水池を設け、自然流下により千見地区へ給水できるよ

うになり、63年度には、第２次拡張の認可を得て、産
うぶ

屋
や

沢
ざわ

の湧水を水源として給水人口530

人の米山や塩の川・日向・石原など青具地区北西部への給水が完成しました。また、新行

地区は、稲尾沢上流の湧水に水源を求め、早くから独自に集落共同で簡易水道を整備して

おり、渇水期の水量補完としては浅井戸の第３水源があります。

　この結果、美麻地区のほぼ全域に簡易水道が整備されましたが、安定した水量の確保や

高所への送水などに課題があり、平成７

(1995)年度には、二重と青具の簡易水道

を統合・再編して中央簡易水道としまし

た。両水道の水量を相互に補完する施設

整備を行うと共に、湯の海にポンプ室を

設置して二重から大藤・小藤などへも給

水できるようになり、二重・青具・千見

地区の24集落全体で一体的な配水が可能

になりました。また、この統合・再編に

合わせてコンピュータにより水源や配水

二重簡易水道の完成を報じる旧美麻村広報誌
（昭和55(1980)年2月）

新行配水池
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池の情報を管理する集中監視システムを導入し、平成９(1997)年度には新行簡易水道も水

源等を再整備して村営簡易水道に移行しました。

 美麻地区は、現在も一部に地域独自の簡易水道が残っていますが、市営の簡易水道の普及

率は概ね95％になっています。

７　安全で安心な水道への取組み７　安全で安心な水道への取組み

（1）水道事業の現状と課題（1）水道事業の現状と課題

　水道事業は、私たちの生活に不可欠な飲料

水をはじめとする「安全で安心な水」を、安

定的に供給し続ける重要な役割を担っていま

す。核家族化が進み、少子高齢化と人口減少

の時代を迎え、水道行政も大きな転換期を迎

えようとしています。

　水需要の減少や水道施設の老朽化、良質な

水源環境の形成と水質の保持、地震や自然災

害対策など、時代の要請や環境の変化を十分

に踏まえ、事業の効率化や施設の改善などの

課題に的確に対応しつつ、水質基準に適合し

た良質で安定した水を、いつでも・どこでも・

誰でも・合理的な対価をもって・安心して利用できる水道の実現を目指し、万全の対策を

講じていくことが必要です。

　　　

①　水源及び施設の概要①　水源及び施設の概要

　本市の公営水道は、旧市内を給水区域とする上水道と八坂・美麻地区の簡易水道から

構成されています。全ての水源は湧水又は地下水で、上水道では、居谷里水源をはじめ

矢沢や上白沢などの湧水６か所に加え、予備水源として地下水３か所の計９か所があり、

また、簡易水道は、湧水15か所、地下水３か所の計18か所から取水しています。それぞ

れの水源から取水した水は、水道法等に基づき適切な消毒を行い、各家庭等へ供給して

います。

　配水方式は、ほとんどの区域において地勢を利用し、高所に配水池を設置して自然流

下方式を採用しており、一部でポンプによる圧送を行っています。主な配水施設等は、

上白沢水源から採水している信濃大町湧水
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上水道は配水池18か所、加圧ポンプ２か所で、管路は約361㎞となっており、簡易水道は、

配水池29か所、加圧ポンプ２か所で、管路は約128㎞になっています。

②　現状の施設課題と対策②　現状の施設課題と対策

ア　水　源

　水源のほとんどが湧水であり、良質な水が安定的に確保されていますが、台風やゲ

リラ豪雨がもたらす水道施設の損壊により、水質悪化を引き起こす等が懸念され、十

分な災害対策が必要です。また、クリプトスポリジウム等の耐塩素性病原生物の混入や、

水源地域における汚染物質の流入を防止する対策も不可欠です。

　この対策として、水源涵養機能の維持・向上等による水質保全の強化や、水質監視・

管理体制の強化が求められています。

イ　配水施設

　当市の配水施設の多くは、昭和30

年代から昭和50年代前半に整備され

たもので、老朽化が進行し、機械・電

気・計装設備の故障や、管路の漏水・

破損事故等が発生することが懸念され

ています。また、耐用年数を超える管

路の割合が年々上昇しており、集水

施設や導水・送水、配水管の計画的な

更新にあわせ、地震や自然災害等によ

る被災を最小限にとどめるとともに、

被災した場合にも迅速に復旧できる、柔軟で万全の施設整備と更新、対策が必要です。

　この対策として、耐震化を図る施設の計画的な更新が不可欠であり、災害時におけ

る給水の安定性確保が急務です。

（2）施設の課題改善に向けた取組み（2）施設の課題改善に向けた取組み

　水道は、市民生活や社会経済活動になくてはならないライフラインであることを踏まえ、

安全で安心できる水源の確保と合理的な施設整備に努めます。

　とりわけ、地震災害や水害などの自然災害と、不測の水質事故等が発生するなどの非常

事態においても、早期に病院や避難所などの重要施設等への給水を実現し、速やかに給配

水が復旧できる体制の確保を図ります。　　　

災害時の給水車による支援活動
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①　水源及び浄水施設①　水源及び浄水施設

ア　水源の多くが湧水であることを踏まえ、正確な水源涵養域を把握し、適正な環境確

保を図り、水質の保全に努めます。

イ　水源への耐塩素性病原生物等の混入や汚染物質の流入などへの対策として、ろ過施

設や紫外線処理設備等の必要な浄水設備を導入し、適切な処理を図ります。

②　配水池及びポンプ場②　配水池及びポンプ場

ア　地震災害時に、断水が長期化するリスクを考慮し、安定的に水道水を供給するため、

耐震化を考慮した施設整備を進めます。

イ　市立大町総合病院をはじめ、体育館や総合福祉センター、運動公園、情報センター、

支所・公民館等の応急給水拠点となる重要な避難所等への配水施設については、更新

時期を踏まえつつ優先的に耐震化を図ります。

③　導・送水管及び配水管③　導・送水管及び配水管

ア　管路の健全度を保ちつつ平常時の事故の防止に努めます。

イ　地震災害等の自然災害等による被災を最小限にとどめることができるよう、耐震化

や災害に強い管路の整備を計画的に進めます。

ウ　導・送水管路や緊急輸送道路に係る基幹管路については、優先的に耐震化への更新

を進めます。

（3）経営改善に向けた取組み（3）経営改善に向けた取組み

　今後、給水人口や給水量の減少に伴い、料金収入の増加が見込めない中で、水源水質の

保全、施設・管路の耐震化、老朽管の更

新など多大な費用と時間が必要となりま

す。計画的な施設の更新や長寿命化の取

り組みに加え、付帯事業として、原水供

給事業をはじめとした豊富かつ清浄な水

の利活用の推進を図るなど、健全な経営

と安定的な事業運営を継続するとともに、

安全な水道水の将来にわたる安定的な供

給に努めます。 大町市の水について学ぶ子どもたち
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